別紙様式
平成24年度当初予算　　　支出科目　款：農林水産業費　項：畜産業費　目：畜産振興費
	事業名:　飼料用米活用推進事業費補助金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　　　　　農政部　畜産課　草地飼料担当　電話番号：058-272-1111（内2879）

　　　　　　　　　　　E-mail：c11437@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：2,450千円（前年度予算額：2,450千円）

	事業内容


	１　事業の内容


平成２７年度の飼料用米生産目標１，０００ヘクタールをめざして、畜産事業者の需要を拡大するため、大家畜における給与実証調査や飼料用米の成分分析等を行うほか、飼料用米を使用した畜産物等のＰＲを通じて飼料用米利用を推進する。

また、活用事例のデータ収集、畜産物の成分分析及びマッチング会議等を行うことにより、飼料用米を新たに活用する畜産農家を増やすとともに、低コストで円滑な保管・流通体制の構築に向けた検討を行う。
（１）飼料用米給与実証
・県畜産研究所において繁殖雌牛に飼料用米を配合した飼料を給与し、その影響を確認するための調査・分析を行う。
・また、調査・分析結果を県内畜産業における飼料用米の活用に波及させるための検討会を開催する。
（２）飼料用米活用推進
・飼料用米の給与により生産される畜産物の成分（栄養価）の変化を確認し、その特徴としてＰＲなどにつなげるため、日本食品分析センターに依頼して畜産物の成分（６栄養成分＋Ｎａ、脂肪酸、コレステロール、アミノ酸組成）を分析する。
・畜産農家が飼料用米を給与するためには、飼料用米の生産者に対して、安全性の確保をお願いしているが、その確認を行うためぎふクリーン農業研究センターに依頼をして、飼料用米の農薬（250種）、カビ毒（3種）、貴金属（3種）の残留検査を実施する。
・飼料配合に必要な飼料設計を行う上で必要な飼料用米の成分調査を行う。

・飼料用米を給与することにより特徴が現れる畜産物及びその加工品を実需者等にＰＲし、飼料用米利用畜産物の需要拡大を進めます。
・飼料用米を生産したい（生産を増やしたい）耕種農家と飼料用米を利用したい（利用を増やしたい）畜産農家の間を取り持ち、耕畜連携の円滑な推進を図るため、県内各地でマッチング会議を開催する。
	２　所要経費


　　　事業費　　2,450千円
　　　（１）飼料用米給与実証　1,448千円
　　　（２）飼料用米活用推進　1,002千円
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


　Ⅱふるさと岐阜県の資源を活かした活力づくり
　２儲かる農業・林業・畜産業を実現し、持続可能な農山村をつくる

　　○売れる農畜産物をつくる
　　（４）飼料作物の自給を拡大する

　Ⅳ美しい自然と環境を守る「清流の国」づくり

　　○農地が持つ多面的機能を維持する

　　（１）耕作放棄地の発生を防止・解消する
	２　これまでの取組状況


　

・平成２０年度は養豚農家、平成２１年度は奧美濃古地鶏、平成２２年度からは飛騨牛において、給与実証試験を実施
・酪農家では、飼料用米をソフトグレインサイレージ（破砕し乳酸菌を添加したもの）として試験給与を実施 
・平成２３年度は、岐阜県飼料用米利用促進協議会へ業務の一部を委託し、次の取り組みを行っている。

	○ 飼料用米成分調査５４点、
	○ 飼料用米残留農薬調査３点、

	○ 畜産物成分調査１点、
	○ 飼料用米研修会の開催


・農業技術センター等において、品種比較試験、多収穫に必要な肥培管理法、立毛乾燥によるモミの乾燥費削減技術等に係る試験を実施
・岐阜県版栽培利用マニュアルの作成に向けた事例調査、データ収集
	３　これまでの取組に対する評価


県内の平成22年度の飼料用米生産面積は486haで前年より247ha増加した。

これまでに鶏や豚等への飼料用米給与試験を行い、トウモロコシの代替飼料として十分活用できることや畜産物への影響等について知見を得ることができた。引き続き、飛騨牛への給与実証試験を行い、大家畜における飼料用米の利用拡大を図る。

また、研修会開催や技術指導を行うことにより、飼料用米の生産・利用を始めるきっかけづくりとなっており、今後も飼料用米を低コストかつ効率的、高品質な飼料として生産拡大するため、引き続き技術指導を行うとともに、岐阜県版生産マニュアルを作成するための実証データの収集を継続する。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）
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